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葉菜類の 養液栽培 に お ける自家中毒の 発生 とそ の 種 間差異
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　Species　differences　to　susceptibility 　to　autotoxicity 　among 　leaf　vegetables 　growロ in　hydroporlics

were 　studied ．　Shoot　fresh　weights 　of　parsley，　celery ，　 mitsuba ，　 curled 　lettuce，　head 】ettuce ，　edible

burdock，　garland　chrysanthemum ，　pak
−choi　and 　kale　cultured 　in　recycled （non

−renewed ）nutrient

solution 　with 　and 　without 　tbe　addition 　of 　activated 　charcoal 　to　the　nutrient 　solution 　was 　compared ．

Among 　the　spccies ，　parsley　suffered　the　most 　severe 　growth　inhibition　in　the　absence 　of 　chaTcoal ，
whereas 　komatsuna，　chinese 　cabbage ，丁adish ，　takana ，　welsh 　onion ，　perilla　and 　spinach 　were 　unaffected ．

Thus，　a1亘species 　in　Umbellifeae，　Compositae　and 　some 　species 　ofBra ∬ icaceae　showed 　autotoxicity ．

Key 　Words ： activated 　charcoal ，　autotoxicity ，　hydroponics，　leaf　vegetable ．

緒　　言

　著者 ら（1998b）は，水耕キ ュ ウ リの培養液を非交換栽

培 した場合 ， 株当た りの 収穫果実数 が 減少す る こ と，す

な わ ち 自家中毒が起 こ る が，培養液 に 活性炭を添加す る

と回復す る こ とを報告した．そ の 自家中毒の 原因 と して，

根 か ら滲 出さ れた ア レ ロ パ シ ー物質を同定 した （浅尾 ら，

1999）．ま た，キ ュ ウ リの 自家中毒に関して 品種間差 が あ

る こ と を明 らか に した （浅尾 ら，1998a）．

　一
方，セ イ タ カ ア ワ ダチ ソ ウ な どの キ ク科植物 に ア レ

ロ パ シーが み られ，自家中毒を起 こ す こ とが知 ら れて い

る （沼 田 ， 1977）．他 に マ メ 科 の エ ン ドウ （Waller　，

1995 ），ユ リ科 の ア ス パ ラ ガ ス （Young ，1984 ；Young ・

Chou，1985）な どに も自家中毒が み られ，自家中毒に 関

して科間差異が 存在す る 可能性が考え ら れ る．

　そ こで ，本研究 で は，数種葉菜類を用 い て 1 自家中毒

に 関す る 種問および科間差異 に つ い て 検討 した．

材 料 お よ び 方 法

　供試種
‘

品種
’
は，ア ブ ラ ナ科の コ マ ツ ナ （Brassica

campestris 　L ．）
‘

楽天
’

，ハ ク サ イ （Brassica　campestris

L．）
‘
サ ラ ダ

’

， 葉ダイ コ ン （Raphanus　sativus 　L，）
‘

ハ
ッ トリ

2000 年 9 月 22日　受 付．200〔｝年 12月8 日　受理．
寧Co 【respendlng 　author ．

くん
’

，チ ン ゲ ン サイ （Brassica　campestris 　L．）
‘

長陽
’

，タ

カ ナ （Brassica　juncea　Czern．　et　Coss．）
‘
柳川 大縮緬高

菜
’
，ケール （Brassica　oleracea 　L．）

‘
青汁用 ケ

ール
’
，キ ク

科の リ
ー

フ レ タ ス （Lactuca　sativus 　L．）
c
晩抽 レ ッ ドフ ァ イ

ヤ ー’
，結球 レ タ ス （Lactuca　sativus 　L ，）

‘

岡山サ ラ ダ ナ
’
，

ゴ ボウ （Arctium　lappa　L．）
‘
葉ゴ ボ ウ

，

，シ ュ ン ギク （Chry−

∫anthemum 　coronarium 　L．）
‘
大葉新菊

’

，セ リ科 の セ ル

リー
（4pium　graveolens　L．）

‘
ミ ニ ホ ワ イ ト

’
，パ セ リ

（Petroselinum　cris ρum 　Nym ）
‘
カ ーリパ ラ マ ウ ン ト

’

，　ミ

ツ バ （Cりiρtotaenia　japonica　Hassk．）
‘
柳川水耕

’

，ユ リ科

の ネ ギ （Allium　fistulosum　L．）
‘
博多黒ネ ギ

’
，シ ソ科の シ

ソ （Perilla　ocymoides 　L．）
‘

青 ジ ソ
’
お よ び ア カ ザ科の ホ ウ

レ ン ソ ウ （Spinacia　oleracea 　L．）
‘

オ
ー

ラ イ
’
，6科 16種を

用 い た．栽培は，島根大学生物資源科学部 附属 生物資源

教育研究セ ン タ
ー内の約 100m2 の ガ ラ ス温室 で 行 っ た，

播種 は，バ ー
ミ キ ュ ラ イ トを 入 れ た 1 セ ル 容量約 45　ml の

51穴 セ ル トレ イ に 行 っ た ．本葉出葉後，そ れ ぞ れ の 幼苗

を ウ レ タ ン 4個 で 固定し，容量約 601iterの プ ラ ス チ ッ ク

コ ン テ ナ に 定植 した （第 1表 ）．培養液 は，園試処方標準

液 に準 じ調整 し，EC2 ．OdS ・m
．rl

とした （以下，基準液

とす る）．コ ン テ ナ に 培養液を 50　liter入れ，エ ア
ー

ポ ン

プ （3．8　liter　・　min
−1
）で 通気 し た ．2 週毎 に N ，　 P，　 K ，

Ca，　 Mg および Fe を基準 液 と同 じ濃 度に 調整 す る 区

（無添加区）お よ び そ れ に 活性炭を添加す る区（添加区）を

設 け た．こ れ は 根 か ら 滲出す る 生育抑制物質す な わ ち ア
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Table 　L 　The 　date　of 　transplanting ，　and 　terminat 正on

　　　 of　culture，　and 　the　number 　of 　plants　tested．

Crops

　 　 　 　 　 　 　 　 Termination
TranspEanting　date
　 　 　 　 　 　 　 　 date　of 　culture

　 （mon しh！day）
　　　　　　　　 （month ！day）

Brassicaceae

Komatsuna （18）
l

Chinese　cabbage （6）
Radish（12）
Pak −choi （18）
Takana（12）
Kale（12）

Compositae
Curied　lettuce（6）
Head　lettuce（12）
Edible　burdock（18）
Garlandchrysanthemum

（18）

Umbellifeae
Celery（36）
Parsley（18）
Mitsuba（180）

Litiaceae

Welsh　onion （36）

LabiataePerilla

（6）

Chenopodiaceae
Spinach（18）

61391411111111111

／1711118

111811

／17
ユ1！ ユ

1ユ129

12〆1
ユ1〆30
ユ2／22

8！19

7／22

ユ1／5

61ユ61012012181211612

〆1812

〆17

12！11121
ユ812

！9

12128

113111282111

9130

8！24

12114

レ ロ パ シー物質を活性炭 に 吸着させ，自家中毒の 有無に

つ い て検討す る た め で ある．活性炭は 1 コ ン テ ナ当 た り

300g 添加 し，2週毎に 交換 した．な お 各 区 と も3コ ン テ ナ

ずつ 栽培を行 っ た ．実験終了時 の 最大葉長 および最大葉

幅（供試種 に よ っ て は最大葉面積 ），最大根長，地上部の

生 体重，地上部 お よ び 地下部 の 乾物重 に つ い て 調査 し た ．

結 果 お よ び 考察

zNumber
　of 　plants　peT　container 、　Three　repetitions ．

　最大葉長 お よ び最大葉幅 （供試種に よ っ て は最大葉

面積 ）に つ い て み る と， 活性炭無添加に よ っ て 最 も伸長が

抑制 された の は葉ゴ ボ ウ お よ び パ セ リで ，無添加区の 最

大葉長は添加区の 約半分 で あ っ た （第 2表 ）．チ ン ゲ ン サ

イ，ケ ール，リー
ブ レ タ ス ，サ ラ ダ ナ ，シ ュ ン ギ クおよ

び セ ル リー
で は，無添加区の 最大葉長は添加区の 63−−94％

で あ っ た．ネギ で は，添加区 に 比 べ て無添加区 で わずか

に大きく，他の 葉菜類に は 活性炭無添加 の 有意 な影響 は

み られ な か っ た，

　最大根長 に つ い て み ると，活性炭無添加 に よ っ て最 も

伸長が抑制さ れ た の は チ ン ゲ ン サ イおよびパ セ リで，無

添加区で は 添加区と比 べ て そ れ ぞ れ 52お よ び 47％ で あ っ

た．ケ
ール，リ

ー
フ レタ ス，サ ラ ダナ，葉ゴ ボ ウ，シ ュ

ン ギ ク，セ ル リ
ー

お よび ホ ウ レ ン ソ ウ で も伸長が 有意 に

抑制 され，無添加区で は添加区の 58−・819・ の 値を示 した，

他の 葉菜類に は 活性炭無添加の有意な 影響は 認 め られな

か っ た．

　地上部の 生体重 お よ び乾物重 に つ い て み る と
， 活性炭

無添加に よ っ て 最 も増加が 抑制 され た の はパ セ リで ，無

添加区で は添加区と比べ て そ れ ぞ れ 22 およ び 32％ で あ っ

た （第 1図 ）．セ ル リ
ー，チ ン ゲ ン サ イ，ケ ール ，リー

フ

Table　2，　 Comparison　of　relative 　growth　Qf 　leaf　vegetables 　glown　in　recycled 　nutrient 　solution 　with 　and

　 　 　 without 　activated 　charcoa12 ，

Crops
Maximum 　leaf　Maximum 　leaf　Maximum 　root 　Fresh　weight 　of 　Dry　weight 　of 　Dry　weight 　of

　length（％）　　 width （％）　　 length（％ ）　　 shoot （％）　　　shoot （％ ）　　　 root （％ ）

Komatsuna

Chinese　cabbage
RadishPak

−choi
TakanaKaleCurled

　let1uce
Head 　lettuce
Edible　burdock
Garland　chTysanthemum

CeleTyParsleyMitsubaWelsh

　 onion

PerillaSpinach

97NSY98NSlO2

　NS63x
＊ ＊

lO7x　NS71x
＊ ＊

79 ＊ ＊

91 ＊ ＊

4gx ＊ ＊

81 ＊ ＊

63 ＊＋

50 ＊ ＊

94NSlO7
＊

　 −W100NS

107NSlOONS102NS

79 ＊ ＊

94 ＊

85 ＊ ＊

103NS

100NS

93NS98NSlO2

　NS52
＊ ＊

96NS66
零 宰

73 象 康

70 ＊ ＊

66 ＊＊

58 ＊ ＊

80 ＊

47 ＊ 寧

ユ01NSlOg
　NS

81s

85NSlllNS107NS65

＊ ＊

108NS59
＊ ＊

59 ＊＊

81s ＊

45 榊

55 ＊ ＊

32 ＊ ＊

22 ＊ ＊

92 ＊ ＊

118NS99NS99NS

95NS104NS116NS77

＊ 零

115NS67
率 ＊

82 ＊

94 ＊

73 騨

69 ＊ 巌

34 宰 宰

32 ホ 窟

92 ＊

113NS97NS100NS

105NS125NS121NS144

零＊

142 ＊ 零

75NS81
零

80 ＊ 零

83 ＊ 串

65 ＊ ＊

94NS50
＊ ＊

125NS126NS98NSl24

　NS

zNon −
charcoal1Charcoal 　treatrnent × 100 （％）．

vSignificant
　at　5％ level（＊

），1％ level（
＊

っ and 　not 　significant （NS ）by　t　 test．
xLeaf

　area 　was 　measured 　instead　of　maximum 　leaf　length．
WNodata ．
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Fig．1．　Parsley　seedlings 　 cultured 　by　hydoponics 　without 　 acti−

　　 vated 　charcoal （left）and 　with 　activated 　charcoal （right ）．

レタ ス，サ ラ ダナ，葉 ゴ ボウ，シ ュ ン ギ クおよび ミツ バ

で も増加が有意 に抑制され，無添加区の 地上部の 生体重

お よ び乾物重 は添加区の そ れ ぞ れ 32−−929e，34−94％ で

あ っ た．他の葉菜類に は活1生炭無添加の有意 な影響は み

ら れ な か っ た，

　地下部の 乾物重に つ い て み る と，活性炭無添加に よ っ

て 最 も増加が抑制さ れ た の は パ セ リで ，無添加区 で は添

加区 と 比べ て 50％ で あ っ た．リー
フ レ タ ス ，サ ラ ダ ナ，

葉 ゴ ボ ウ およ び シ ュ ン ギクで も増加が 有意に 抑制さ れ，無

添加区 で は添加区の 65’−839eの 値を示 した．他の 葉菜類

に は活性炭無添加 の 有意 な 影響 は み られ な か っ た．な お，

チ ン ゲ ン サ イおよび タ カ ナ で は 添加区と比 べ て無添加区

で やや大 きか っ た，

　以 上 の 結果よ り，培養液非交換で栽培 した場合に は，多

くの葉菜類に お い て 生育の抑制が 認 め られ た，一
方 ， 培

養液に活性炭を添加す る と生育が回復 した．こ れ は 根か

ら滲出す る ア レ ロ パ シー物質が 活性炭に吸着さ れ た た め

と考え られ る．

　活性炭添加区お よ び無添加区に つ い て 葉菜類の 収量に

あ た る 地 上 部の 生 体 重 を 比 較 した 結果，セ リ科 の セ ル

リ
ー，パ セ リおよび ミツ バ ，キク科 の リ

ー
フ レ タ ス ，結

球 レ タ ス ，ゴ ボ ウ お よ び シ ュ ン ギ ク，な らび に ア ブ ラ ナ

科 の チ ン ゲ ン サ イ お よ び ケ ー
ル に は 自家中毒 が 認 め られ

た，また，ア ブ ラ ナ科の コ マ ツ ナ，ハ ク サ イ，葉ダイ コ

ン お よ び タ カ ナ，ユ リ科 の ネ ギ，シ ソ 科 の シ ソ お よ び ア

カ ザ科の ホ ウ レ ン ソ ウ に は 自家中毒は み ら れな か っ た ．

猪谷 ら （1998）は，雑草で ア レ ロ パ シー活性に科間差異が

あ る こ とを報告して い る．また ，セ リ科の ミツ バ で は，自

家中毒物質プ ロ ピオ ン 酸等の 有機酸の 蓄積で 生育抑制が

報告さ れ て い る （甲田 ら，1980）．本研究で も葉菜類で 種

間お よ び科間差異が 認 め られ ，供試 した葉菜類の 半数以

上 で 自家中毒が み られ た ．今後，自冢中毒を示す葉菜類

を培養液非交換で養液栽培す る場合 ， 活性炭を添加する

等の 方法で 自家中毒を回避 す る必要が あ る と考え られた．

摘　 要

　養液栽培さ れ た葉菜類 に つ い て ，自家中毒 の 種間差異

に つ い て 検討 した．6科 16種 の 葉菜類を活性炭添加お よ

び無添加 の 条件 に おい て 培養液非交換 で 栽培 した．葉菜

類 の 収量 に あた る地上部の 生体重は，パ セ リ，セ ル リー，

ミツ バ
，

1丿一フ レ タ ス
， サ ラ ダナ ，葉ゴ ボ ウ，シ ュ ン ギ ク，

チ ン ゲ ン サ イ およびケール で 活性炭 添加区 に 比 べ て 無添

加区 で 劣 っ た．活性炭無添加 に よ る生育抑制 は パ セ リで

最も著 しか っ た ．コ マ ツ ナ ，
ハ クサ イ，葉ダイ コ ン，ネギ，

シ ソ お よ び ホ ウ レ ン ソ ウで は活性炭無添加に よる生育 の

抑制 は み られ な か っ た．以上 よ り，セ リ科，キ ク科お よ

び一部 の ア ブ ラナ科に 自家中毒を示す葉菜類が み られ た．
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